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第
８
回
定
例
班
長
会
議 

 
 
 
 
 

平
成
24
年
１１
月
３
日
（
土
） 

 

１
．
町
会
長
挨
拶
（
１０
月
の
活
動
報
告
） 

２
．
連
絡
事
項 

【
子
供
会
】 

・
廃
品
回
収
（
10
月
18
日
）、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

・
バ
ス
遠
足
（
10
月
29
日
）、
八
景
島
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
参
加
者
１
０
１
名
。
全
員
無
事

に
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

【
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
】 

・
行
政
書
士
相
談
会
、
こ
れ
ま
で
７
組
の
方
が
利
用
さ
れ

ま
し
た
。 

・
銀
杏
並
木
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
11
月
中
旬
を
予
定
。 

・
メ
ン
バ
ー
募
集
、
イ
ベ
ン
ト
部
会
・
ふ
れ
あ
い
部
会
。 

【
防
災
防
犯
委
員
会
】 

・
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
チ
ー
ム
発
足
の

報
告 

・
佐
倉
市
よ
り
防
災
資
機
材
の
貸
与
に
つ
い
て
報
告 

３
．
次
期
町
会
長
選
出
経
過
報
告 

（
推
薦
委
員
会
） 

・
平
成
22
年
度
町
会
の
副
会
長
を
務
め
ら
れ
た
鈴
木
稔
氏

を
推
薦
す
る
。
推
薦
者
が
当
年
班
長
会
の
信
任
を
得
ら

れ
る
か
決
議
を
お
願
い
し
た
い
。 

・
決
議
結
果 

信
任
す
る
＝
26
票
、
信
任
し
な
い
＝
０
票
。 

（
当
年
度
班
長
28
名
。
２
名
欠
席
の
た
め
有
効
26
票
） 

４
．
運
動
会
結
果
報
告
と
反
省 

（
運
動
会
部
長
） 

・
事
故
無
く
無
事
に
終
え
る
事
が
出
来
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

・
中
高
生
の
リ
レ
ー
メ
ン
バ
ー
を
募
る
の
が
難
し
い
。
中

高
一
貫
と
す
る
な
ど
工
夫
が
必
要
。 

・
降
雨
時
の
対
応
を
予
め
想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

町
会
役
員
及
び
運
動
会
役
員
の
協
議
で
決
め
る
し
か
な

い
。
昼
休
み
を
短
縮
し
て
進
行
を
早
め
る
な
ど
工
夫
も

必
要
。
次
年
度
申
送
り
し
ま
す
。 

５
．
自
治
会
館
清
掃 

・
11
月
４
日
（
日
）
10
時
か
ら
。 

・
先
月
班
長
会
で
の
案
内
を
し
て
お
ら
ず
す
み
ま
せ
ん
。

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
総
務
） 

６
．
新
年
会 

・
１
月
13
日
（
日
）
予
定
通
り
開
催
し
ま
す
。 

・
参
加
さ
れ
る
方
の
会
費
の
集
金
を
お
願
い
し
ま
す
。 

７
．
防
災
フ
ェ
ス
タ 

・
12
月
２
日
（
日
）
予
定
通
り
開
催
し
ま
す
。 

・
午
前 

防
災
訓
練
、
午
後 

模
擬
店
や
餅
つ
き
大
会 

８
．
南
ヶ
丘
の
集
会
所 

・
佐
倉
市
に
て
上
志
津
原
町
会
へ
の
無
償
貸
与
の
手
続
き

を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

第
９
回
定
例
班
長
会
議 

 
 
 
 
 

平
成
24
年
12
月
１
日
（
土
） 

 

１
．
町
会
長
挨
拶
（
11
月
の
活
動
報
告
） 

２
．
連
絡
事
項 

【
子
供
会
】 

・
廃
品
回
収
（
12
月
16
日
）、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

・
次
年
度
新
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

【
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
】 

・
行
政
書
士
相
談
会 

・
銀
杏
並
木
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ 

佐
倉
市
が
銀
杏
の
下
枝

を
落
と
し
た
た
め
、
銀
杏
の
ト
ン
ネ
ル
が
無
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。「
こ
う
ほ
う
佐
倉
」
に
市
内
４
大
紅
葉

地
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
の
に
残
念
で
す
。 

３
．
防
災
フ
ェ
ス
タ 

・
12
月
２
日
（
日
）
10
時
開
始
。
準
備
は
８
時
開
始
。 

・
新
た
に
煙
体
験
を
行
い
ま
す
。 

４
．
新
年
会 

・
１
月
13
日
（
日
）
12
時
開
始
。
準
備
は
10
時
開
始
。 

５
．
自
治
会
館
運
営
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

・
利
用
し
易
い
体
系
に
利
用
料
を
改
定
し
ま
す
。
近
日
、

回
覧
に
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。 

・
町
会
関
係
の
打
ち
合
わ
せ
等
は
出
来
る
だ
け
南
ヶ
丘
集

会
所
を
利
用
し
、
町
会
の
方
に
は
ら
ト
ピ
ア
を
利
用
し

易
く
な
る
よ
う
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

・
南
ヶ
丘
集
会
所
の
設
備
備
品
等
の
導
入
に
か
か
る
経
費

約
50
万
円
の
支
出
に
つ
い
て
決
議
を
お
願
い
し
た
い
。 

・
決
議
結
果
、
予
備
費
か
ら
の
支
出
を
承
諾
す
る
＝
22
票
、

承
諾
し
な
い
＝
０
票
、
棄
権
＝
１
票
。 

６
．
そ
の
他 

・
赤
い
羽
根
募
金 

１
４
５
、
６
３
４
円
で
し
た
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
会
計
） 

・
１
月
の
班
長
会
開
催
日
を
１
月
12
日
（
土
）
に
変
更
し

ま
す
。（
総
務
） 
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新
年
の
ご
挨
拶 

上
志
津
原
町
会
長 

大
内
茂 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
旧
年
中
は
上
志
津
原
町
会
の
皆
様
方
の
温

か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

盆
踊
り
大
会
や
幹
線
道
路
清
掃
、
大
運
動
会

等
の
主
な
行
事
も
無
事
終
え
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
日
頃
の
町
会
運
営
へ
の
ご
理
解
ご
協
力

に
対
し
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
度
は
防
災
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
現
在

は
、
防
災
防
犯
委
員
会
と
し
て
活
動
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
南
ヶ
丘
班
が
町
会
に
加

わ
り
、
更
に
活
気
の
あ
る
街
へ
と
成
長
を
続
け

て
い
ま
す
。 

私
は
本
年
３
月
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

り
、
退
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
３
年
間
、

皆
様
の
ご
協
力
に
大
変
感
謝
致
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
『
住
み
よ
い
上
志
津
原
』
で
あ
る

よ
う
心
よ
り
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

 

 

子
供
会
バ
ス
遠
足
、
あ
り
が
と
う
！ 

子
供
会
で
は
、
毎
年
バ
ス
遠
足
を
実
施
し
て
い
る
。

今
年
は
児
童
約
１
０
０
名
を
引
き
連
れ
て
、「
八
景
島

シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
に
行
っ
て
来
た
そ
う
で
す
。
企
画

か
ら
当
日
の
運
営
ま
で
大
変
な
ご
苦
労
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
一
番
は
子
供
達
の
安
全
、
無
邪
気
で
好
奇

心
旺
盛
な
子
供
達
を
相
手
に
、
一
時
も
気
の
休
ま
る
事

は
無
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
お
察
し
致
し
ま
す
。 

我
が
家
の
子
供
達
は
遠
足
の
数
日
前
ま
で
、「
今
年

は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
が
い
い
な
ぁ
」
と
云
っ
て
い
ま

し
た
。
帰
っ
て
来
た
子
供
達
は
、
そ
ん
な
事
は
す
っ
か

り
忘
れ
て
い
る
様
子
で
「
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
よ
。」

と
何
度
も
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

子
供
会
役
員
の
皆
様
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
は
ら
っ
子
の
父
） 

 

銀
杏
並
木 

上
志
津
原
ふ
れ

あ
い
公
園
の
銀
杏

並
木
は
、
こ
う
ほ
う

佐
倉
に
市
内
４
大

紅
葉
地
と
し
て
紹

介
さ
れ
る
ほ
ど
の

名
所
で
す
。
日
頃
か

ら
、
公
園
の
手
入
れ

を
行
っ
て
い
る
「
ふ

れ
あ
い
ど
お
り
部

会
」
の
皆
様
に
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

そ
の
銀
杏
並
木

が
一
番
の
見
ご
ろ 

を
向
え
た
頃
、
突
然
、
下
枝
が
切
り
落
と
さ
れ
た
。
見

通
し
が
悪
く
安
全
確
保
の
た
め
と
の
理
由
だ
が
、
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
と
は
・
・
。 

一
度
落
と
さ
れ
た
枝
は

元
に
は
戻
り
ま
せ
ん
。
銀
杏
並
木
の
ト
ン
ネ
ル
は
当
分

の
間
、
見
る
事
は
出
来
な
そ
う
で
残
念
で
す
。
で
も
、

「
ふ
れ
あ
い
通
り
」
は
四
季
を
通
じ
て
沢
山
の
魅
力
が

あ
る
大
切
な
宝
物
に
変
わ
り
は
な
い
で
す
。 

（
広
報
） 

http://kam
ishizuhara.w

eb.fc2.com
/ 

（
写
真
は
昨
年
の
様
子
） 
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(4)避難訓練の様子 
今年は新たに「煙体験」を訓練に取り入れました。「煙体験ハウス」の中は 10cm 先が見えない世界です。手探りでようやく脱出です。 

防災フェスタ２０１２（12 月 2 日開催） 
 今年も皆様にご協力を頂きまして、事故無く楽しく行事を終える事が出来ました。当日の朝は冷え込

みが厳しく出足が鈍るかと心配しましたが、とても多くの方にお集まり頂きました。特に、子供達が熱

心に積極的に参加して頂いたので、楽しく行事を進める事が出来ました。また、佐倉市八街市酒々井町

消防組合の皆様のご支援で有意義な訓練が行えました。どうもありがとうございました。そして、運営

スタッフの皆さん、お疲れ様でした。次回も宜しくお願い致します。 

(1)防災講和の様子 
119 番の受付が変わります。従来は地元佐倉で受付けていましたが、

千葉のセンターに統合されます。これまでは「原の××番地」で通じま
したが、必ず、「佐倉市上志津原××」伝えて下さい。 

(2)救命訓練の様子 
人形を使っての実技訓練ですが、初めてだと加減が分らず適切な処

置を行えない方が普通でした。体験することがとても重要です。 

(3)消火訓練の様子 
恒例の消火訓練。今年は子供達が率先して元気一杯でした。 

災害の備え 【４つの確認】 

１．家の周りの危険箇所を確認 住宅の耐震、家具転倒・落下の防止、消火用具の備え・使い方、崖・よう壁・ブロック塀・狭い道など。 

２．避難場所・避難経路の確認 状況に応じた避難先の想定、避難経路の安全確認（家族皆で一度は下見しておく）。 

３．家族間の連絡方法の確認 会社や学校の連絡先、親戚の連絡先、安否確認メモを貼る場所、災害伝言ダイヤル・災害用伝言板など。 

４．非常時用備蓄状況の確認 ３日間を乗り切れる備蓄。水は１人１日３リットル、食料や燃料、常備薬、貴重品、衣類など 
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訓練の後はお待ちかね 

フェスティバルの開幕 

Ｃｏ＆Ｃｏくらぶイベント部会、社協原ブロック、子供会、町会有志の皆様のご協力に

より今年も大盛況でした。今年は石焼き芋が登場し、ホクホク香ばしく焼きあがって美味

しかった。木工教室も子供達の人気イベントです。恒例の餅つきは大仕事ですが、みんな

で頑張ってついた餅は格別でした。 

「ようこそ！わが町 上志津原」（http://kamishizuhara.web.fc2.com/）にてカラーで掲載。運営管理：Ｃｏ＆Ｃｏくらぶパソコン部会 

感染性胃腸炎の警報発令中です （佐倉市 2012/12/18 http://www.city.sakura.lg.jp/0000007969.html） 

 感染症発生動向調査（速報）によると、感染性胃腸炎の患者が急増しており、同時期では過去 10 年間で平成 18 年に次ぐ 2 番目の水準となっ

ています。また、千葉県感染症情報センターによると印旛地域における定点あたりの報告数は警報基準値である 20 を超えて、34.9 となってい

ます。この時期の感染性胃腸炎の集団発生例の多くはノロウイルスによると考えられます。ノロウイルスは手指や食品などを介して、経口で感

染し、ヒトの腸管で増殖し、おう吐、下痢、腹痛などを起こします。健康な方は軽症で回復しますが、子どもやお年寄りなどでは重症化したり、

吐物を誤って気道に詰まらせて死亡することがあります。ノロウイルスについてはワクチンがなく、また、治療は輸液などの対症療法に限られ

ます。 従って、皆様の周りの方々と一緒に、予防対策を徹底しましょう。 

★厚生労働省：ノロウイルスによる食中毒予防対策について http://www.mhlw.go.jp/topics/syokuchu/03.html#link01-01 

★厚生労働省ノロウイルスに関する Q＆A   http://www.mhlw.go.jp/shingi/2006/12/dl/s1205-5g.pdf 

★千葉県感染症情報センター    https://www.pref.chiba.lg.jp/eiken/c-idsc/index.html 

千葉県感染情報センター 

2012年第51週（12月17日～12月23日） 

定点当たり報告数は減少傾向を示し

ていますが、警報レベルは 20.0 を超え

て多い状態です。船橋市 28.7、印旛

28.7、山武 28.3、柏市 27.4 が特に多い

状態です。予防対策の徹底をお願いし

ます。 

健康管理（家族の健康状態に注意） 

症状が出たり、体調が優れない場合は

早期に医療機関で受診して下さい。 

手洗い（トイレのあと、調理の前など） 

・指先、指の間、爪の間 

・親指の周り、手首 

汚れの残りやすいところを丁寧に洗

浄して下さい。 
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木
目
込
人
形
作
品
展 

十
一
月
十
一
日
（
日
） 

 
11
月
11
日
（
日
）、
は
ら
ト
ピ
ア
で
木
目
込
人
形
同
好

会
皆
さ
ん
の
作
品
展
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
素
敵
な
作
品
が

沢
山
展
示
さ
れ
て
お
り
、
と
て
も
盛
況
な
様
子
で
し
た
。 

              

◆
木
目
人
形
展
示
会
を
終
え
て
◆ 

 

作
品
展
に
向
け
て
の
案
内
版
を
町
会
長
並
び
に
班
長
さ

ん
の
協
力
で
回
覧
し
て
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
当
日
は
町
会
内
、
又
、
中
志
津
・
上
志
津
・
西

志
津
・
千
葉
市
な
ど
近
隣
か
ら
、
大
勢
の
方
々
に
ご
来
場

頂
き
会
員
一
同
感
謝
致
し
て
居
り
ま
す
。
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

木
目
込
人
形
同
好
会
一
同 

 

上
志
津
原
旅
行
会 

紅
葉
の
別
所
温
泉
へ 

 

上
志
津
原
旅

行
会
（
会
長
・

大
内
茂
）
は
十

一
月
四
日
、
五

日
、
紅
葉
の
別

所
温
泉
を
訪
ね

ま
し
た
。
参
加

者
は
二
五
名
。

新
し
く
六
名
の

方
を
お
迎
え
し

て
の
う
れ
し
い

旅
路
で
す
。
ベ

テ
ラ
ン
ガ
イ
ド 

さ
ん
の
、
車
窓
や
山
々
の
説
明
を
聞
き
、
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し

み
な
が
ら
バ
ス
は
信
濃
へ
。
長
野
で
釜
飯
の
昼
食
、
善
光
寺

に
お
参
り
し
、
小
布
施
に
足
を
の
ば
し
、
別
所
へ
。
宿
は
名

湯
の
「
朝
日
館
」。
宴
会
は
羽
山
さ
ん
の
マ
ジ
ッ
ク
で
始
ま

り
、
カ
ラ
オ
ケ
三
昧
。
そ
し
て
Ｓ
さ
ん
と
Ｈ
さ
ん
掛
け
合
い

の
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最
後
は
全
員

で
東
京
音
頭
を
踊
り
ま
し
た
。 

 

二
日
目
の
朝
は
「
北
の
鎌
倉
」
と
い
わ
れ
る
別
所
温
泉
を

散
策
。
北
向
き
観
音
や
安
楽
寺
、
常
楽
寺
を
訪
ね
ま
し
た
。

そ
し
て
バ
ス
に
乗
り
小
諸
の
懐
古
園
へ
。
信
州
そ
ば
を
味
わ

っ
た
後
、
現
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
案
内
で
「
小
諸

な
る
古
城
」
の
懐
古
園
を
歩
き
ま
し
た
。
そ
し
て
帰
路
へ
。 

 

上
志
津
原
開
拓
の
苦
難
の
時
代
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
始

ま
っ
た
こ
の
旅
行
会
も
五
七
回
目
に
な
り
ま
す
。
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。
会
費
は
月
三
〇
〇
〇

円
で
す
。         

（
連
絡
先 

 

大
内
・
羽
山
） 

                  

防
災
防
犯
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

日
頃
よ
り
、
防
災
防
犯
活
動
に
ご
協
力
頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
活
動
の
輪
も
徐
々
に
で
す
が
拡
大
し
て
お
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
お
一
人
お
一
人
の
お
力
で
更
に

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
毎
週
土
曜
日

午
後
６
時
か
ら
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

の
で
是
非
ご
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

◆
児
童
通
学
の
見
守
り
活
動
強
化
の
お
願
い 

本
委
員
会
で
は
、
地

域
児
童
通
学
の
見
守

り
活
動
の
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。
登
校
時

見
守
り
活
動
は
児
童

の
安
全
を
守
り
、
ま
た
、

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様

の
サ
ポ
ー
ト
を
目
指

し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
児
童
見
守
り
に
お

い
て
は
、
登
校
時
も
下

校
時
も
そ
の
重
要
性

は
変
わ
ら
な
い
の
で

す
が
、
不
審
者
情
報
や

通
学
時
の
事
故
が
多

い
の
は
下
校
時
で
す
。

見
守
り
活
動
の
強
化

を
進
め
て
お
り
ま
す

が
、
ま
だ
、
力
及
ば
ず 

目
標
に
遠
く
及
ば
な
い
状
況
で
す
。
是
非
、
皆
様
の
お
力
を

お
借
り
し
、
見
守
り
活
動
の
強
化
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

（
防
災
防
犯
委
員
会 

事
務
局
） 

 

通
行
の
妨
げ
に
な
る
生
垣
の
剪
定 

 

ご
家
庭
の
生
垣
の
張
り
出
し
に
よ
り
、
見
通
し
が
悪
く
な

っ
た
り
、
歩
行
者
・
自
転
車
と
車
の
す
れ
違
い
が
危
険
な
状 

態
に
な
ら
な
い
よ
う
生
垣

の
剪
定
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

道
路
法
第
30
条
及
び
道
路

構
造
令
12
条
で
建
築
限
界

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
起
因
し
て
事
故

が
発
生
し
た
場
合
、
民
法

第
17

条
及
び
道
路
法
第

43
条
に
よ
り
、
所
有
者
が

責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。 

                               編
集
後
記 

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
話
題
だ
っ
た
２
０
１
２

年
も
終
わ
り
、
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
、
悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。
無
事
１
年
が
過
ぎ
た
こ
と
を
喜

び
、
今
年
は
昨
年
よ
り
少
し
で
も
良
い
こ
と
が
多
く
な
る

よ
う
に
願
い
ま
す
。 

今
年
度
の
班
長
と
し
て
の
役
割
も
残
り
３
カ
月
で
す
。

活
動
を
通
し
て
知
り
合
い
が
増
え
た
か
な
と
思
い
、
残
り

の
行
事
や
広
報
紙
の
発
行
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
広
報
） 

 
 

◆
転
入
・
転
出
の
お
知
ら
せ
◆ 

転
入 

★
よ
う
こ
そ
★ 

東
区
（
９
組
） 

白
幡 

延
幸
さ
ん 

西
区
（
南
ヶ
丘
） 

高
橋 

強
さ
ん 

西
区
（
南
ヶ
丘
） 

佐
藤  

英
幸
さ
ん 

西
区
（
南
ヶ
丘
） 

根
本 

和
樹
さ
ん 

西
区
（
南
ヶ
丘
） 

秋
山 

益
子
さ
ん 

西
区
（
南
ヶ
丘
） 

渡
辺 

健
太
郎
さ
ん 

西
区
（
南
ヶ
丘
） 

林
田 

征
士
さ
ん 

 
森
の
茶
屋 

十
二
月 

（
次
回
２
月
９
日
） 

 
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
会
の
皆
様
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

十
二
月
の
森
の
茶
屋
は
、
お
座
敷
か
っ
ぽ
れ
紫
泉
会
（
代

表
・
紫
泉
流
千
寿
々
様
）
総
勢
十
一
名
の
み
な
さ
ん
に

よ
る
舞
踊
を
楽
し
み
ま
し
た
。
颯
爽
と
し
た
も
の
、
コ

ミ
カ
ル
な
も
の
、
ま
た
扇
や
傘
、
た
す
き
な
ど
使
い
分

け
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
大
変
驚
き
ま

し
た
。
最
後
は
お
決
ま
り
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
「
ふ
る

さ
と
体
操
」
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

次
回
二
月
は
九
日
（
土
）
十
三
時
三
十
分
よ
り
開
催
い

た
し
ま
す
。
皆
様
ま
た
楽
し
み
に
し
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
ス
タ
ッ
フ
一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

宮
坂 

理
恵 

◆
自
治
会
館
利
用
料
の
改
定
の
お
知
ら
せ
◆ 

 

は
ら
ト
ピ
ア
の
利
用
促
進
及
び
南
ヶ
丘
集
会
所
の

運
営
管
理
の
受
託
に
伴
い
利
用
料
金
の
改
定
を
行
い

ま
し
た
。
平
成
25
年
１
月
よ
り
適
用
を
開
始
し
ま
す
。 

詳
し
く
は
、
別
途
回
覧
す
る
料
金
表
又
は
自
治
会
館
に

掲
示
の
料
金
表
を
ご
確
認
下
さ
い
。 

（
自
治
会
館
運
営
委
員
会
） 

◆
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
◆ 

昨
年
は
町
会
活
動
に
ご
支
援
を
頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
１
年
間
、
振
り
返
れ
ば
色
々
な
事
が

あ
り
ま
し
た
が
、
大
き
な
事
故
無
く
新
し
い
年
を
迎
え

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
皆
様
の
お
か
げ
と
感
謝
致
し
て

お
り
ま
す
。 

本
年
も
よ
り
一
層
、
活
気
に
溢
れ
た
町
会
活
動
と
な

る
よ
う
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
努
め
て
参
り
ま
す
の

で
、
変
わ
ら
ず
ご
支
援
頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
総
務
） 


